
管渠の効率的なマネジメントシステム

管渠スクリーニング調査に、可搬性の高い管口カ
メラを用いる事で、日進量を大幅に増加

●

異状有りと判定されたスパンにおいて、従来の直
側TVカメラに替えて展開広角カメラを用いる事で、
詳細調査にかかる日進量を約1.5倍に増加

●

運用イメージ 調査効率アップ
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スクリーニングで異常の有無を判定し、異
常が確認された箇所に対し詳細調査を実施
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約1,200m/日

約４倍

約１.５倍

 スクリーニング調査の日進量比較であり、従来のＴＶカメラ調査と同
等の結果が得られるものではない

 スクリーニング調査で異常が確認された場合、別途、詳細調査を実施
 調査費用（ｍ単価）は約１/５に縮小

約300m/日

 各調査技術の日進量については、実証結果をもとに30mスパンを想
定して算定（現場条件により変動）

 調査費用（ｍ単価）は約１割削減

約300m/日

約450m/日
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